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　目的　マンションにおける生活騒音は、駐車場問題、ペット問題と並ぶ生活上の三大ト
ラブルの一つである。　特にフローリング騒音は、上下階の居住者におけるコミュニケー

ションの有無が大きく影響すると考えられる。そこで本研究は、マンションにおけるフロ
ーリング騒音の実態を調査し、その解決方法を明らかにすることを目的とする。

　方法　大阪府に立地する協力が得られた、入居条件の異なるコーポラテティブハウジン
グ（以下、コーポと略す）2 箇所と一般分譲マンション（以下、分譲と略す）1 箇所の居

住者を対象とした。調査内容は、隣近所との交際、騒音に関する苦情、我慢の有無と内容、
管理組合の運営方法、防音性能の認識などである。調査方法は、直接に各戸訪問しアンケ
ート調査を依頼した。回収は管理人室前の回収箱にて実施した。調査時期は、1993年10月

から11月で、配布数193件、回収数130件､と回収率67％である。

　結果　①建築年は、Ａコーポが1383年、Ｂコーポとc分譲が1985年である。住戸数は、
それぞれ34戸、40戸, 119戸と規模が小さく、コーポは中層で、分譲は高層である。内装

床仕上は、コーポは支持脚付二重床下地フローリング仕上、分譲はフェルト下地カーペッ

ト仕上であ゛る。②調査対象者の概要は、世帯主4 0代から5 0代の核家族が主である。
③上下階の居住者と親しくしているのはコーポ31％に較べて分譲14％と少ない。④コーポ

の方が26％と分譲16％｡より音を出さないように注意している人が多い。⑤床の防音性能に

ついてよく知っているのは、分譲46％とコーポ15％に較べ高い割合である。⑥フローI)ン
グ騒音の解決には、床材の防音性能の知識向上、近隣とのコミュニティ形成、住まい方へ
の配慮が必要であろう。
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　【目的】住宅居間における視環境構成要素として、壁面内装材を取り上げ、材質、粗さ、

光沢といった表面のテクスチャーが雰囲気評価に及ばす影響を、実験的に検討する。

　【方法】試料として、試験片による同様の実験の結果をもとに11種類の内装材を選定し

た。天然の色彩を有するもの以外は無彩色である。これらの試料を、居間の実物大模型に

装備し、室内雰囲気についてS D法による評定実験を行う。4試料を用いた予備実験にお

いて、被験者の視野内の全壁面に呈示した場合と、正面の壁面（3600mmX2400mmH）

に呈示した場合とで差がみられなかったため、正面の壁面に呈示し実験を行った。照明条

件は、昼白色と電球色の光源色とし、650!x、2001x、65lxの3段階の照度を設定した。
　【結果】被験者の平均SD得点をもとに、評定項目の因子分析を行った結果、居心地の良

さを表す第1因子、空間の立体感や深みを表す第2因子、質感を表す第3因子、華やかさを

表す第4因子が析出され、順に価値因子、力量感因子、質感因子、モダンさ因子と意味づ

けた。価値因子に得点が高い内装材は布質、プリント合板（シオジ）、石目であり、力量

感因子にはプリント合板（チーク）、コルク、石目、質感因子には織物、モダンさ因子に

はビニル質の得点が高い。これらの影響の要因を探るため、数量化理論第１類による分析

を行ったところ、価値因子には材質と粗さ、力量感因子には粗さと光沢、質感因子には材

質、モダンさ因子には材質と照度の影響が強いことがわかった。木質か布質のやや粗い内

装材で居心地の良い雰囲気となり、粗めの光沢の少ない内装材で深みのある、布質で柔か
いイメージとなる。ビニル質の内装材で高照度の室内では華やかな雰囲気となる。

　292


